
トルバプタン導入入院を始めます 

フロセミド40mg相当の利尿薬を服用中にも関わらず 
■心不全コントロールが難しい   ■うっ血が残存している 

このような患者さんは当院循環器科にぜひご紹介下さい 
（血清Na値 140ｍEｑ /L以上、認知症で口渇を感じない方は対象にならない事があります。） 

🔶トルバプタン錠について🔶 
トルバプタンは入院下で処方開始できる薬であり、少し高価な薬剤ですが 
既存の利尿薬と異なり、腎集合管においてバソプレシンV2受容体に拮抗することで 
電解質の排泄を増加せず、主に過剰な水を排泄する水利尿薬です。 

その作用のメカニズムから、電解質、血圧及び腎機能への影響が少ない薬剤です。  

 

【お問い合せ先】   
 一般財団法人自警会 東京警察病院 
  医療連携室 電話 ０３－５３４３－５７６０／５７６２（直通）  受付時間 ８：１５～１７：００（日・祝日除く） 
            FAX ０３－５３４３－５７６１（連携室専用） 
 

🔶入院の必要性について🔶  
トルバプタン服用中の方は、まれに高ナトリウム血症を合併する事がありますので、  
入院下で投与開始いたします。  
入院日数は患者様の状態により３日～１週間を予定しています。  
 ※導入後もご要望に応じて当院での外来フォローもさせていただききます。  

  
 
 

検査・処置等 トルバプタン服用 

入院1日目 

□採血 
□レントゲン 
□心電図 
□飲水指導 

検査後服用 

入院2‐6日目 
□採血 
□レントゲン 
□栄養指導 

1日1回 
朝食後服用 

退院日 
□採血 
□服薬指導 
□退院指導 

1日1回 
朝食後服用 

※１日あたりの入院費 （食事代・個室代除く）  ：  １割 ５,０００円～／３割 １５,０００円～ 

 

記載した入院依頼書
を連携室へFAXして下
さい。 

 

入院依頼書を確認後、
循環器科担当医師より
電話連絡し、 
入院日を決定します。 

 

入退院受付係より
患者様へ入院詳細
について電話連絡
します。 

入院 
 


